
　
町
観
光
協
会
や
受

入
家
庭
代
表
な
ど
で

つ
く
る
北
広
島
町
農

山
村
体
験
推
進
協
議

会
（
事
務
局
・
北
広

島
町
商
工
観
光
課
）

は
２
０
１
７
年
度
か

ら
、
香
港
や
台
湾
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
観
光
客
）

の
誘
客
に
注
力
す

る
。
９
月
に
各
地
区

の
キ
ー
マ
ン
を
対
象

に
、
京
都
観
光
お
も

て
な
し
大
使
の
長
井

喜
美
氏
を
招
い
て
研

修
会
を
開
催
。
１０
月

１２
日
に
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
香
港
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ

ジ
オ
の
田
丸
玲
奈
社
長
を
招
き
、
農
泊
推

進
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を
開
い
た
。
そ

ば
打
ち
な
ど
北
広
島
町
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
で
の
誘
客
や
、
修
学
旅
行
で
実
績
の

あ
る
台
湾
か
ら
の
来
訪
を
促
す
。

そば、花田植、神楽など生かし モニターツ ア ー

香港・台湾インバウンド誘客に注力

北広島町農山村体験推進協議会

　

従
来
の
体
験
研
究
な
ど
の
部
会
に
加

え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
研
究
会
を
設
置
す
る

方
針
。
千
代
田
の
壬
生
の
花
田
植
、
神
楽

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
、
大
朝
の
田
原

温
泉
５
０
０
０
年
風
呂
、
ど
ぶ
ろ
く
醸
造

を
始
め
る
福
光
酒
造
、
豊
平
の
そ
ば
う
ち

体
験
、
芸
北
の
雪
国
体
験
、
リ
ン
ゴ
園
で

の
結
婚
写
真
撮
影
な
ど
の
観
光
資
源
を
再

発
掘
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
。
京
都
嵐
山
の
外
国

人
観
光
客
に
北
広
島
町
へ
の
来
訪
も
呼
び

掛
け
る
。現
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
中
で
、

実
証
試
験
と
し
て
５０
人
程
度
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
予
定
す
る
。

　

協
議
会
は
２
０
０
８
年
発
足
。
当
初
は

県
内
小
学
生
の
体
験
活
動
受
け
入
れ
が
目

的
だ
っ
た
が
、１２
年
か
ら
一
般
家
庭
で
の
教

育
目
的
の
民
泊
を
開
始
。
１５
年
か
ら
修
学

旅
行
生
の
民
泊
受
け
入
れ
も
始
め
た
。
１６

年
度
は
県
内
小
学
校
２６
校
８
６
１
人
計
２

７
７
４
泊
、
修
学
旅
行
８
校
７
４
５
人
計

１
０
０
５
泊
、町
内
９
校
１
６
８
人
計
５
８

２
泊
の
実
績
で
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
台
湾
の

修
学
旅
行
な
ど
３
団
体
６４
人
６７
泊
。
１７
年

度
は
県
内
２５
校
７
２
４
人
計
１
６
６
２
泊
、

修
学
７
校
６
４
６
人
計
１
０
９
８
泊
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
３
団
体
５６
人
計
７６
泊
の
予
定
。

農
水
省
の
農
泊
推
進
対
策
事
業
に
採
択
さ

れ
、１６
年
の
町
内
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
１
２
７
０

人
を
１７
年
に
１
３
５
０
人
、
１８
年
は
１
４

０
０
人
へ
の
増
加
を
見
込
む
。

▽
広
島
商
工
会
議
所
は
１２
月
８
日
午
前
１０

時
か
ら
経
理
担
当
者
な
ど
を
対
象
に
し
た

「
１
日
で
学
ぶ 

税
金
の
基
礎
知
識
講
座
」

を
同
所
で
開
く
。
税
理
士
の
高
下
淳
子
氏

が
法
人
、
印
紙
、
消
費
税
や
源
泉
徴
収
事

務
な
ど
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、
確
認
テ

ス
ト
を
交
え
な
が
ら
解
説
す
る
。
参
加
料

は
会
員
１
万
５
４
３
０
円
、
一
般
３
万
８

６
０
円
。
電
０
８
２

２
２
２

６
６
９

１
。

「社員の幸せと地域への貢献」　そのために人材育成に力点をおく

（独）中小企業基盤整備機構中国本部　中小企業大学校広島校　研修課　渡辺　修二
　ユニテック工業（福山市南松永町３－５－４５）は、現社長の田口裕司氏の父親であ
る暁穂（たかお）氏が大手機械メーカー勤務から脱サラして１９８６年に設立された。暁
穂氏はサラリーマンとして機械設計や工場長などを務める中で、従業員が楽しく仕事
ができる会社を理想とし、独立を決意。経営理念は「愛情ある環境の中で創造性ある
機械作りを通じて地域社会に貢献する」とあるように、従業員、顧客、協力会社、地
域社会に優しい経営を行ってきた。主力製品はシリンダー。シリンダーはあらゆる機
械の駆動箇所に使われる重要部品だ。

創業３0年を機に事業承継

　２０１６年に同社は３０周年を迎え、これを機にご子息である裕司氏へ経営をバトンタ
ッチ。裕司氏はミュージシャンになることを夢見て活動していたが、見切りを付け
て０５年に帰省。そんな息子を暁穂氏は温かく迎え入れた。製造現場、営業と経験す
る中で、父親の会社に対する思い、仕事に対する思いを理解し、晴れて経営者とし
て事業を承継した。

人材育成によって、さらなる高みを目指す

　裕司氏は、さまざまな顧客への営業を行う中で、「シリンダー製
造会社は国内には当社を含め３社しかない、その中で当社の強み
を発揮できる」と自信をのぞかせている。もう１つの主力製品で
あるリフターと合わせて同社の事業基盤が整いつつある。また、
社員の成長と幸せを実現するため、社内イベントの実施など何で
も言える風通しの良い職場づくりにも積極的に取り組む。今後は、
理念にもあるような創造性、自主性を育むため、１６年から中小企
業大学校への社員派遣を開始。また、大学との連携も行い、若手
社員を参画させている。
「今後は、人材育成に力を入れながら、新エネルギー、環境分野
を中心に当社の技術力を生かして地域に貢献していきたい」と力
強く語った。

中小機構 レポート ④

主力製品のシリンダー

代表取締役社長
田口　裕司氏
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